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薩
摩
川
内
の
未
来
創
生
実
現
に
向
け
て

薩
摩
川
内
市
長

　田た

中な

か 

良
り
�
う

二じ

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝
か

し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
や
不
安
定
な
国
際
情
勢

に
よ
る
物
価
高
騰
な
ど
、
市
民
生
活

や
地
域
経
済
は
非
常
に
大
き
な
影
響

を
受
け
て
お
り
、
い
ま
だ
先
行
き
が

不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。

　
市
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
集
団
接
種
や
物
価
高
騰
対
策

関
連
事
業
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
各
種
事
業

の
推
進
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま

お
よ
び
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
市
民

生
活
の
安
定
に
向
け
最
優
先
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
他
方
、こ
う
し
た
中
に
お
い
て
も
、

人
口
減
少
・
地
域
経
済
縮
小
な
ど
の

従
前
か
ら
各
地
域
が
構
造
的
に
抱
え

る
重
要
な
課
題
へ
の
対
応
の
他
、「
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
薩
摩
川

内
市
の
中
期
的
展
望
」
に
も
掲
げ
た

　
・ 

第
三
次
総
合
計
画
な
ど
の
「
新

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
」

　
・ 「
循
環
経
済
・
産
業
拠
点
の
創

出
〜
川
内
港
臨
海
ゾ
ー
ン
整

備
」

　
・ 「
雇
用
の
創
出
」

　
・ 

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
の

開
催
な
ど
の
「
交
流
の
創
出
」

　
・ 「
甑
島
医
療
体
制
の
整
備
」

の
「
５
つ
の
未
来
創
生
」
の
実
現
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
着
実
に
展

開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
も
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未み

ぞ

う
曽
有

の
難
局
の
中
に
は
あ
り
ま
す
が
、
昨

年
は
、
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
鹿
児
島
大
会
に
て
本
県
が
「
和
牛

日
本
一
連
覇
」
を
達
成
し
、
ま
た
、

川
内
川
花
火
大
会
な
ど
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
も
、
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
つ
つ
一
部
再
開
す
る
こ
と
が

で
き
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
明
る
い
兆
し
も
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
な
ど

中
期
的
展
望
に
立
っ
て
、
薩
摩
川
内

の
未
来
創
生
実
現
に
向
け
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市

民
皆
さ
ま
の
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て

本
年
が
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の

あ
い
さ
つ

2023
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　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
昨
年
１
月
か
ら
12
月
に
あ
っ
た
本
市
で
の
主
な

出
来
事
を
10
大
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、
写
真
と
と
も
に
振
り
返
り
ま
す
。

令 和 ４ 年  主 な 出 来 事

　新型コロナウイルス感染症は、感染力の極めて強いオミ
クロン株派生型ＢＡ . ５系統に置き換わり、第７波におい
ては、１日当たりの新規感染者数が連日過去最多を更新
するなど、爆発的に感染が拡大しました。本市では、昨年
の初回接種に引き続き、新型コロナウイルスワクチン接種
として、追加接種、そして、オミクロン株対応ワクチン
の接種に努めました。なお、医療従事者の方々をはじめ、
関係者の皆さまのご協力により、12月４日現在、３回目
69.3％、４回目43.0％、オミクロン株対応ワクチンの接
種率は23.8％となっています。
　また、地域経済への影響が続くことから、中小企業や個
人事業主の事業継続支援や消費喚起に資する取り組みへの
支援を実施しました。
　さらに、電力・
ガス・食料品な
どの価格高騰に
対する支援事業
も開始しまし
た。

　3月16日、港湾・臨海部の活性化に寄与し、「みなとの
元気」を高めた港湾にその年、全国で唯一贈られる「ポート・
オブ・ザ・イヤー 2021」の表彰式がありました。川内港は、
国際物流拠点としてのさらなる発展への期待と、地域一体
となったみなとオアシスの取り組みが評価され、日本港湾
協会情報誌「港湾」の読者による投票により、この賞を受賞
しました。
　また、４月23日、川内港国際物流ターミナル着工式が
開催されました。林産品の輸出量増加に伴う船舶の大型化
に対応するため、本事業により唐浜地区において岸壁や、
航路泊地の整備が行われます。
　さらに、９月には、日本特殊陶業㈱が川内港からの輸出
を開始し、10月からは、高

こうらい

麗海運による韓国定期コンテ
ナ航路が週２便体制となるなど、今後さらなる川内港の利
用が期待されます。

t o p i c s
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令
和
４
年

令
和
４主

な
出
来
事

　８月16日、経済復興・コロナ終息祈願川内
川花火大会、９月22日、川内大綱引の綱練り、
11月６日、薩摩川内はんやまつり、11月27日、
市比野温泉よさこい祭りなどが、新型コロナウ
イルス感染症対策を講じながら３年ぶりに開催
されました。
　また、10月９日、市民運動会を、感染症対
策のためプログラムを変更して５年ぶりに開催
し、参加された地域の皆さんがスポーツの秋を
楽しみました。

停泊中のコンテナ 船▶

集団接種の様子 ▶

　昨
年
は
、
感
染
症
対
策
を
講
じ
つ
つ
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
再
開
さ
れ
る
な
ど
、

少
し
ず
つ
で
す
が
、
明
る
い
話
題
の
提
供
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
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10
大
ニ
ュ
ー
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
と

経
済
・
物
価
高
騰
対
策
を
実
施

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
の

各
種
イ
ベ
ン
ト
再
開

川
内
港
　
ポ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー

２
０
２
１
受
賞
と
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
整
備
事
業
に
着
工
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　４月20日に京セラ㈱と、11月１日には
京セラコミュニケーションシステム㈱と立
地協定を締結するなど、本市での事業拡大
が進みました。また、「川内港久見崎みら
いゾーン」や「高城産業用地」の整備も着実
に進んでおり、新たな産業拠点や雇用の創
出が期待されます。
　また、７月26日、川内（火力）発電所跡
地を活用した、「サーキュラーパーク九州」
構想の実現に向けて、市、九州電力㈱、㈱
ナカダイホールディングス、学校法人早稲
田大学および㈱鹿児島銀行の５者で、連携
協定を締結しました。ＳＤＧｓの理念を踏
まえた循環経済産業都市構想の実現に向け
た大きな一歩となりました。

　５月25日、昭和47年開催の太陽国体当時
の記念品やグッズの展示をはじめ、かごし
ま国体への取り組みなどを紹介するイベン
ト「国体開催５００日前企画展太陽国体アー
カイブ『太陽のこころ　あの日の想い』」をサ
ンアリーナせんだいで行いました。
　また、８月には、本市で開催される空手道
競技の開催に向け、リハーサル大会を行いま
した。
　さらに、10月９日、１年前記念事業として、
市民運動会で国体ダンスを披露するとともに
子どもたちによるバルーンリリースを行い、
思いをバルーンに乗せて、華やかなイベント
となりました。
　今年10月の
本市開催に向
けた準備を着
実に進めてま
いります。

　国（内閣府）が公募・選定を行う「ＳＤＧｓ
未来都市」に本市が選定され、５月20日、
内閣府において野

の だ

田地方創生担当大臣（当
時）から、田中市長に選定証が授与されま
した。循環経済産業都市を目指す取り組み
や「誰一人取り残さない」社会の実現に向け
た各種取り組みの提案が評価されたもので
す。あらゆる関係者と連携を取りながら、
ＳＤＧｓの達成に取り組んでまいります。

　８月、本市在住の新
しんかい

開誠
せい

也
や

選手がジュニ
アパンパシフィック選手権（競泳の国際大
会）男子バタフライで４位となり、９月開
催の栃木国体水泳少年男子バタフライで優
勝しました。
　また、８月、本市在住の永

なが

田
た

凜
りん

郎
と

選手が
アジアＵ18男子バレーボール選手権大会
に日本代表の一員として出場し、優勝しま
した。
　さらに、11月20日、川内北中学校吹奏
楽部が全日本マーチングコンテスト全国大
会に出場し、銀賞を受けました。マーチン
グに取り組んで２年目で初出場と、鹿児島
県から全国大会への出場権の獲得は、17
年ぶりの快挙でした。

S A T S U M A S E N D A I  T O P I C S
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「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
パ
ー
ク
九
州
」
の
実
現
に
向
け
た
連
携
協
定
締
結
と

企
業
立
地
の
推
進

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
よ
う
　
か
ご
し
ま
国
体

国
の
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
定

躍
動
！

薩
摩
川
内
の
若
者
た
ち

t o p i c s

08

t o p i c s
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　５年に１回開催の、全国和牛能力共進会
が52年ぶりに鹿児島県で開催されました。
全国41道府県から４４０頭の出品があり、
本県は、９部門中６部門で優等賞首席を獲
得し、本市の森

もりながみつのり

永三德氏も第７区（脂肪の
質評価群）に出品、優等賞５席を獲得しま
した。
　これらの成績により、本県は、種牛の部
において「内閣総理大臣賞」を受賞し、「和
牛日本一」連覇を達成しました。

　５月19日、漫画「Dr. コトー診療所」主人
公の Dr. コトー（五

ごとう け ん す け

島健助）氏と同作品作者
の山

やま だ た か と し

田貴敏氏が観光大使に、また、６月
29日、男子バレーボールＵ18日本代表強
化委員の井

いのうえよしひろ

上義浩氏がスポーツ大使に就任
されました。
　本市の魅力発信と交流人口の拡大による
地域の活性化が期待されます。

　大小路地区引堤事業とかわまちづくり整
備事業が完成し、大小路都市緑地（川内川
大小路地区右岸河川敷）が、ピクニックや
地域イベントなどの市民の憩いの場として
利活用できるようになりました。
　10月15日には、大小路地区引堤事業及
びかわまちづくり整備事業完成式典を国土
交通省九州地方整備局と本市の共催で開催
しました。

・ 南九州西回り自動車道「阿久根川内道路建設促進決
起大会」と「網

お う

津
づ

トンネル安全祈願祭」が開催
・ 「第45回全国消防職員意見発表会」で市職員が最優

秀賞を受賞
・ 台風14号接近に伴い、緊急安全確保を発令
・ バレーボール代表チームが本市にて合宿を実施
・ 市消防局マスコットキャラクター誕生
・ 市内最高齢１１０歳の濵

は ま

田
だ

ミチさんに敬老金贈呈
・ 累計来場者数を更新！皆さんもご利用ください（入

来温泉湯之山館入館者１００万人、樋脇グラウン
ド・ゴルフ場利用者20万人、大原野池公園パーク
ゴルフ場来場者２万人達成）

・ SS プラザせんだいで「日展鹿児島会」の展示や「日
本商業教育学会九州部会南九州支部・日本観光学
会九州・沖縄支部南九州部会及び高校部会合同学
会」など開催

・ 第３次総合計画の策定に向けた薩摩川内市まちづ
くりデザイン会議の設置と、第５期地区振興計画
策定に着手

・ 旧川内文化ホール緞帳「総親和と躍進」移設とお披
露目会の開催

10大ニュースの他本市に大きな影響を与えた
10項目を紹介します。

令 和 ４ 年  主 な 出 来 事

▲イベントの様子

次 点 ニ ュ ー ス
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「
和
牛
日
本
一
」
の
連
覇
に
貢
献

新
た
な
薩
摩
川
内
大
使
の
就
任

大
小
路
地
区
引
堤
事
業
と
か
わ
ま
ち
づ
く
り
整
備
事
業
完
成



　
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
受
付
を
２
月

か
ら
順
次
、
各
地
域
で
行
い
ま
す
。

※
日
程
は
次
ペ
ー
ジ
以
降
に
掲
載

　
こ
の
申
告
は
、
令
和
５
年
度
分
の
市
民

税
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
を
計

算
す
る
と
き
の
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
扶
養
手
当
給
付
申
請
、
保

育
料
決
定
手
続
き
、
公
営
住
宅
入
居
や
金

融
機
関
か
ら
の
融
資
の
申
し
込
み
な
ど
、

各
種
手
続
き
に
必
要
と
な
る
諸
証
明
の
基

に
も
な
り
ま
す
。

　
申
告
す
る
場
合
は
あ
ら
か
じ
め
、
準
備

す
る
も
の
や
申
告
会
場
を
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

申
告
を
受
け
付
け
る
上
で
、
所
得
税
の

確
定
申
告
が
必
要
と
な
る
方
は
、
税
務

署
へ
ご
案
内
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

★まずは市民税・県民税申告が必要か
　確認しましょう！

市民税・県民税申告は不要です
市民税・県民税申告が必要です 市民税・県民税申告は不要です

※会社から本市へ給与支払報告書の提出がない方
　については申告が必要になります。

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

※場合によっては、所得税の確定申告をしてい
　ただくこともあります。

令和５年１月１日現在、本市に住民登録が
ありますか？

令和4年中に収入がありましたか？
※非課税の収入（遺族・障害者年金、失業給付、児童扶養手当
　など）のみの方は「いいえ」へ

はい
税務署へ確定申告書を提出しますか？

本市に住所がある親族が、あなたを税制上の
扶養親族として申告、もしくは年末調整をし
ていますか？

市民税・県民税
申告は不要です

医療費控除、社会保険料控除、生命
保険料控除、扶養控除などの各種控
除を追加しますか？

会社で年末調整を受けましたか？

次に該当する方ですか？
　年齢65歳未満の方（昭和33年１月２日以降生まれ）
　…年金収入　　　　　980,000円以下
　年齢65歳以上の方（昭和33年１月１日以前生まれ）
　…年金収入　　　　1,480,000円以下　 　

令和5年1月1日現在に住民登録のある市町村
へ申告してください

市民税・県民税申告は不要です

公的年金以外の収入は、給与収入のみでしたか？
※他に非課税の収入がある方は「はい」へ
※農業・営業・不動産などの収入がある方は「いいえ」へ

医療費控除、社会保険料控除、
生命保険料控除、扶養控除など
の各種控除を追加しますか？

収入は公的年金のみでしたか？
※他に非課税収入のある方も「はい」へ

年末調整を受けた会社以外から、給与の
支払いがありましたか？

市民税･県民税
申告が必要です

スタート

日本年金機構などへ｢公的年金等
の受給者の扶養親族等申告書｣を
提出しましたか？

申
告
受
付
の
お
知
ら
せ

令和

年度
5
市
民
税
・
県
民
税

（
国
民
健
康
保
険
税
）

申
告
期
限
は
３
月
15
日（
水
）ま
で
！

問
合
先
／�

本
庁
税
務
課
市
民
税
Ｇ
　

（
内
線
２
２
３
１
～
２
２
３
３
・
２
２
６
１
・
２
２
６
２
）
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月 日 曜
午前の部（9：00～ 11：30） 午後の部（13：30～ 16：00）

対象地区 会場 対象地区 会場

2

1 水 川北地区（大小路側）
年金収入のみの方 本庁６階　大会議室

（602・603会議室）
申告が必要な方で、かつ収入が公的年金だけで、他に収入のない方のみ
の受付になります。

（年金と他の収入がある方は、各地区出張申告会場などで２月６日（月）
以降に受け付けます。）

【受付時間】
午前の部 8:30 ～ 12:00　午後の部 13:00 ～ 17:00

2 木 川南地区（向田側）
年金収入のみの方

3 金

川北地区（大小路側）
年金収入のみの方

本庁６階　大会議室
（602・603会議室）
【午前の部】川北地区（大小路側）
【午後の部】川南地区（向田側）

川南地区（向田側）
年金収入のみの方

6 月 寄田町 寄田地区コミュニティセンター
久見崎町 滄浪地区コミュニティセンター

寄田町（土川） 土川集会所

7 火 湯田町 湯田地区コミュニティセンター 西方町 町自治会館

8 水 高城町 高来地区コミュニティセンター 高城町 高来地区コミュニティセンター

9 木 田海町、白浜町 八幡地区コミュニティセンター 田海町 八幡地区コミュニティセンター

10 金 城上町 城上地区コミュニティセンター 城上町 吉川地区コミュニティセンター

13 月 網津町、小倉町
水引地区コミュニティセンター

港町、湯島町 水引地区コミュニティセンター

14 火 水引町 陽成町 陽成地区コミュニティセンター

15 水 中村町 平佐東地区コミュニティセンター 久住町、楠元町 平佐東地区コミュニティセンター

16 木 五代町 亀山地区コミュニティセンター 宮内町、小倉町 亀山地区コミュニティセンター

17 金 永利町 永利地区コミュニティセンター 百次町 永利地区コミュニティセンター

20 月 中郷町、中郷一～五丁目 育英地区コミュニティセンター － －

21 火 御陵下町

中央公民館

御陵下町
中央公民館

22 水 国分寺町、大小路町 大王町、若葉町、花木町、上川内町

24 金 原田町、東大小路町 － －

27 月 高江町 峰山地区コミュニティセンター － －

28 火 勝目町、山之口町、川永野町

セントピア

宮崎町
セントピア

3

1 水 矢倉町、尾白江町、木場茶屋町 都町、青山町

2 木 隈之城町、中福良町 － －

3 金 田崎町、横馬場町、鳥追町、白和町

本庁６階　大会議室
（602・603会議室）
【受付時間】
午前の部 8：30 ～ 12：00

天辰町
本庁６階　大会議室

（602・603会議室）
【受付時間】
午後の部 13：00 ～ 17：00

6 月 平佐町、平佐一丁目 平佐町

7 火 平佐町 向田町、東向田町、西向田町、
向田本町、神田町

8 水 若松町、東開聞町、西開聞町、
冷水町 宮里町

9 木

川内地域全域
（上記の期間中に申告できなかった方）

本庁６階　大会議室
（602・603会議室）

【受付時間】 
午前の部 8：30 ～ 12：00　午後の部 13：00 ～ 17：00 

10 金

13 月

14 火

15 水

■
申
告
会
場
に
つ
い
て

　
地
区
指
定
の
日
に
都
合
が
悪
い
方
は
、

別
の
会
場
で
も
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。　

　

な
お
、
申
告
受
付
期
間
中
は
、
担
当
職

員
が
不
在
の
た
め
、
本
庁
税
務
課
・
各
支

所
の
窓
口
で
の
申
告
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
告
書
な
ど
の
送
付
に
つ
い
て

　
通
常
、
申
告
書
は
各
受
付
会
場
で
印
刷

す
る
た
め
、
郵
送
申
告
な
ど
を
希
望
さ
れ

た
方
以
外
へ
の
送
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
新
た
に
郵
送
申
告
を
希
望
さ
れ
る
方
や

申
告
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
る
方
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
告
に
必
要
な
物

①
収
入
や
必
要
経
費
が
分
か
る
書
類（
源
泉

徴
収
票
、
支
払
証
明
、
収
支
計
算
書
な
ど
）

※�

事
業
所
得（
農
業
な
ど
）、
不
動
産
所
得

や
山
林
所
得
な
ど
が
生
じ
る
業
務
を
行

う
全
て
の
方
は
、
記
帳
と
帳
簿（
領
収
書
）

な
ど
の
保
存
制
度
の
対
象
者
と
な
り
ま

す
の
で
、
全
関
係
書
類
を
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。

②�

社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
な
ど
の
各

種
控
除
に
必
要
な
証
明
書
、
領
収
書

③�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
と
本
人

確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※�

代
理
申
告
の
場
合
は
、
代
理
権
が
確
認
で

き
る
書
類（
委
任
状
な
ど
）、
委
任
者
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
が
確
認
で
き
る
書
類
、
代
理
人
の
本
人

確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

●令和 5年度　申告受付日程表（川内地域）
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月 日 曜
午前の部（9：00～ 11：30） 午後の部（13：30～ 16：00）

対象地区（自治会ごと） 会場 対象地区（自治会ごと） 会場

2

1 水
薗上・薗中・薗下

里市民サービスセンター

薗上・薗中・薗下

里市民サービスセンター

2 木
3 金

村東・村西 村東・村西
6 月

3
2 木 里地域全域

（上記の期間中に申告できなかった方）
里地域全域

（上記の期間中に申告できなかった方）3 金

月 日 曜
午前の部（9：00～ 11：30） 午後の部（13：30～ 16：00）

対象地区 会場 対象地区 会場

2
16 木

鹿島地域全域
鹿島市民サービスセンター

鹿島地域全域
鹿島市民サービスセンター17 金

3 6 月 鹿島地域全域
（上記の期間中に申告できなかった方）

鹿島地域全域
（上記の期間中に申告できなかった方）

月 日 曜
午前の部（9：00～ 11：30） 午後の部（13：30～ 16：00）

対象地区（字ごと） 会場 対象地区（字ごと） 会場

2

7 火 中野 中野地区集会所 － －
8 水 江石（塩巻） 江石地区集会所 江石（中郷・泊） 江石地区集会所
9 木 平良（向・東・中） 平良地区集会所 平良（西・宮） 平良地区集会所
10 金 小島 小島地区集会所 桑之浦 上甑󠄀󠄀󠄀民センター
13 月 瀬上（鹿間） 瀬上地区集会所 瀬上（村・大良） 瀬上地区集会所

14 火 中甑󠄀󠄀（野林・村町）
甑󠄀󠄀島振興局

中甑󠄀󠄀（茶之木） 甑󠄀󠄀島振興局
【受付時間】
午前の部   9：00 ～ 11：30　
午後の部 13：00 ～ 17：0015 水 中甑󠄀󠄀（横町・仲町） 中甑󠄀󠄀（新町）

3

10 金 上甑󠄀󠄀地域全域
（上記の期間中に申告できなかった方）

甑島振興局 【受付時間】
午前の部 9：00 ～ 11：30　午後の部 13：00 ～ 17：0013 月

里・上甑󠄀󠄀・下甑󠄀󠄀・鹿島地域全域
（期間中に申告できなかった方）14 火

15 水

※�

障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
障
害

者
手
帳
ま
た
は
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書（
本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
か
ら
１

月
中
旬
発
送
予
定
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
会
場
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
の
お
願
い

①�

営
業
、
農
業
、
不
動
産
所
得
な
ど
を
申

告
す
る
場
合
＝
事
前
に
収
入
・
必
要
経

費
を
集
計
し
、
収
支
計
算
書
を
作
成
し

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

②�

医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
場
合
＝
個
人

ご
と
、
病
院
ご
と
に
対
象
と
な
る
医
療

費
の
額
を
集
計
し
、
明
細
書
を
作
成
し

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※�

各
保
険
者
が
発
行
す
る
医
療
費
通
知
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
保
険

者
に
よ
っ
て
、
通
知
内
容（
お
知
ら
せ
し

て
あ
る
期
間
な
ど
）が
異
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
各
保
険
者
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
令
和
４
年
分�

所
得
税
確
定
申
告
の

　
ご
案
内

　

昨
年
中
の
収
入
に
よ
っ
て
、｢

所
得
税
を

納
め
る
必
要
が
あ
る｣

｢

所
得
税
の
還
付
を

受
け
る｣

｢

医
療
費
控
除
や
住
宅
ロ
ー
ン
の

控
除
を
受
け
る｣

な
ど
、
所
得
税
の
申
告
を

さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
確
定
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
間
／
２
月
16
日（
木
）～
３
月
15
日

（
水
）（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

受
付
時
間
／
９
時
～
16
時

申
告
会
場
／
川
内
税
務
署（
若
葉
町
）　

※
詳
細
は
、
川
内
税
務
署
（
22
）２
８
３
０

　（
自
動
音
声
案
内
後
０
番
を
押
す
）へ
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●令和 5年度　申告受付日程表（甑島区域）
【里地域】

【鹿島地域】

月 日 曜
午前の部（9：00～ 11：30） 午後の部（14：00～ 15：30）

対象地区 会場 対象地区 会場

2

21 火 西山 西山地区コミュニティセンター 内川内 内川内地区コミュニティセンター
22 水 青瀬 青瀬地区コミュニティセンター 子岳 子岳地区コミュニティセンター
24 金 長浜 長浜地区コミュニティセンター 長浜（芦浜） 長浜地区コミュニティセンター
27 月 手打（港）

下甑󠄀󠄀支所

手打（本町） 下甑󠄀󠄀支所
【受付時間】
午前の部   9：00 ～ 11：30　
午後の部 13：30 ～ 16：00

28 火 手打（麓） 下甑󠄀󠄀地域全域
（上記の期間中に申告できなかった方）

3 8 水 下甑󠄀󠄀地域全域
（上記の期間中に申告できなかった方）下甑󠄀󠄀支所 【受付時間】

午前の部 9：00 ～ 11：30　午後の部 13：30 ～ 16：00

【下甑地域】

【上甑地域】

82023.1.10 広報

月 日 曜
午前の部（9：00～ 11：30） 午後の部（13：30～ 16：00）

対象地区（自治会ごと） 会場 対象地区（自治会ごと） 会場

2

2 木 上野下・下野下・上牛鼻 野下地区コミュニティセンター 菖蒲ケ段・草木段・下牛鼻・大平・上藤本 藤本地区コミュニティセンター

3 金 倉野上・木下・笹嶺 倉野地区コミュニティセンター 大原・狩集・前床・西之原・中島・上之原・
樋掛・諏訪越団地 樋脇公民館

6 月 田間田・下村・庄内・城内・旭・本町・三島・
天神・駅前・水流・田代・向田代

樋脇公民館

村子田・笹ケ迫・岩下

樋脇公民館
7 火

鍋原・牟礼・下牟礼・平田・永田・上金貝・
丸山・金貝・下金貝・木場・沢牟田・
田代ニュータウン

上杉馬場・杉馬場・子田形・八幡・岩元・
本庵・祢地山・祢礼北・小野原

8 水 竹山・矢筈野・向湯団地・向湯住宅・小野・
小野天神・市比野60

樋脇保健センター

新開・宇都・城之下

樋脇保健センター9 木 上段前・上段後・阿母・上野久平・
下野久平・原

山中・松山団地・宮元・武田・笹原・
城後・和田・大和・サンビレッジ

10 金 指月苑・指月ハイツ・ 向湯・中之湯・椿団地 上之湯・下之湯・湯之元・第一下之湯

3

10 金 樋脇地域全域
（上記の期間中に申告できなかった方）

樋脇公民館 【受付時間】
午前の部 9：00 ～ 11：30　午後の部 13：30 ～ 16：30

13 月
樋脇・入来・東郷・祁答院地域全域

（上記の期間中に申告できなかった方）14 火
15 水

月 日 曜
午前の部（9：00～ 11：30） 午後の部（13：30～ 16：00）

対象地区（自治会ごと） 会場 対象地区（自治会ごと） 会場

2

20 月 元村上・元村下・向山 入来支所 麓上・麓下・坂出・岩下・神岡・水戸・草渡・
八重・赤仁田 入来支所

21 火 中牧・中山・山下・大馬越・鹿子田・小豆迫 大馬越地区コミュニティセンター 長野上・長野下・内之尾・山之口 大馬越地区コミュニティセンター

22 水 寺床本町・立山・駅前・権現柴垣・大内田・
新町・辻原

入来文化ホール別館

本通り・湯之木場・若松町・桂迫・平石・
旭ケ丘・向日葵ケ岡・立石・八風・中通り 入来文化ホール別館

24 金 山口・下手・中組
平木場・あさひ・舟越・舟越住宅・市野 ・々
原・日の出・松下田・龍ケ野・堂園・村尾・
天貴美・蒲生原

朝陽地区コミュニティセンター

27 月 牟多田・日ノ丸・中須・池頭・久木宇都・
芝町・松山 清色地区コミュニティセンター 上原・迫山・諏訪・愛宕・太陽・まち・

小路 清色地区コミュニティセンター

3

8 水 入来地域全域
（上記の期間中に申告できなかった方）

樋脇公民館

【受付時間】　午前の部のみ　9:00 ～11:30

13 月
樋脇・入来・東郷・祁答院地域全域

（上記の期間中に申告できなかった方）
【受付時間】
午前の部 9：00 ～ 11：30　午後の部 13：30 ～ 16：3014 火

15 水

月 日 曜
午前の部（9：00～ 11：30） 午後の部（13：30～ 16：00）

対象地区（自治会ごと） 会場 対象地区（自治会ごと） 会場

2

13 月 小路・平上水流・舟倉
東郷支所

城内・谷ノ口・荒川内東・荒川内西・石堂
東郷支所

14 火 古城滑石・五社上 五社下・浦田・司野

15 水 里・向江原・山ノ口・笹野・南瀬下・向江園・
城ケ原・大塚 南瀬地区コミュニティセンター 山田上・山田中・山田下・古里 山田地区コミュニティセンター

16 木 堀・大久保・中津俣・榎段・原・上園・小鷹・
本俣 藤川地区コミュニティセンター 鳥丸東・鳥丸西・鳥丸上・鳥丸中・宍野

上・宍野下 鳥丸地区コミュニティセンター

3

9 木 東郷地域全域
（上記の期間中に申告できなかった方）

樋脇公民館 【受付時間】
午前の部 9：00 ～ 11：30　午後の部 13：30 ～ 16：30

13 月
樋脇・入来・東郷・祁答院地域全域

（上記の期間中に申告できなかった方）14 火
15 水

月 日 曜
午前の部（9：00～ 11：30） 午後の部（13：30～ 16：00）

対象地区（自治会ごと） 会場 対象地区（自治会ごと） 会場
2 28 火 上方限・中福良・中武 上手地区コミュニティセンター 上手中央・滝聞 上手地区コミュニティセンター

3

1 水 麓西・麓東
藺牟田地区コミュニティセンター

中原・原 藺牟田地区コミュニティセンター
2 木 大坪・砂石・湯之元 － －
3 金 矢立・浦・中・宮脇 黒木地区コミュニティセンター 本町・宇都・小牧・南 黒木地区コミュニティセンター
6 月 下手中・菊地田 轟地区コミュニティセンター － －
7 火 川東・城北・馬頃尾 祁答院公民館 大村町・川西 祁答院公民館

8 水 祁答院地域全域
（上記の期間中に申告できなかった方）

樋脇公民館

【受付時間】　午後の部のみ　13:30 ～16:30

13 月
樋脇・入来・東郷・祁答院地域全域

（上記の期間中に申告できなかった方）
【受付時間】
午前の部 9：00 ～ 11：30　午後の部 13：30 ～ 16：3014 火

15 水

●令和 5年度　申告受付日程表（東部区域）
【樋脇地域】

【入来地域】

【東郷地域】

【祁答院地域】
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二
は た ち

十歳になったら国民年金

地域を支える民生委員・児童委員、
主任児童委員および保護司

▲   

本庁保険年金課国民年金Ｇ（内線
2821）または各支所、甑島振興局▲   

川内年金事務所　 （22）5276

▲   

本庁障害・社会福祉課企画総務・
社会福祉Ｇ（内線 2174）

問
合
先

問
合
先

国民年金の加入と届け出をしましょう
 　公的年金制度は、老後や障害を負ったときに、働いている世代み
んなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　20 歳～ 60 歳までの学生、農林漁業者、自営業者（厚生年金など
の加入者を除く）、無職の方（国民年金第 1 号被保険者）などは、国
民年金に加入することが義務付けられています。この届け出が遅れ
ると、将来受け取る年金が減ったり、年金が受け取れなくなる場合
があります。
　20 歳になった方には、日本年金機構からの「国民年金加入のお知
らせ」や納付書などにより国民年金に加入したことをお知らせします。

【民生委員・児童委員、主任児童委員】
 　民生委員・児童委員は、民生委員法に基づいて厚生
労働大臣から委嘱された非常勤の地方公務員で、児
童委員も兼ねています。特定の区域を担当し、生活
の不安やお金のこと、子育てや介護、福祉サービス
のことなど、困り事について相談や支援も行い、住
民の立場でまちの福祉を担っています。
　また、主任児童委員は、上記委員の中から厚生労
働大臣に指名され、児童福祉に関する事項を専門に
担当します。区域を担当せず、行政や学校、児童相
談所などの児童福祉関係機関と連携を図り、児童委
員の活動を援助・協力します。

【保護司】
 　保護司は、保護司法に基づいて法務大臣から委嘱された非
常勤の国家公務員です。罪を犯した者や非行のある未成年な
どに対し、地域における立ち直り支援や再犯防止のための活
動を行っています。その他、
地域住民の一人として、地
域社会の安全・安心に貢献
するという理念のもと、地
域住民からの相談対応、学
校や地域の防犯活動団体と
の連携・支援を行うなど、
幅広く活動しています。

◀  詳しくは、日本年金機構
ホームページをご覧くだ
さい。

※ 収入の減少や失業、または学生（学校教育法の規定されている修業年限が
１年以上の課程に在学している方）などで国民年金保険料を納められない
場合は、｢免除｣または｢猶予｣する制度があります。

国民年金のメリット

老後を支える終身保障
｢老齢基礎年金｣が受け取れる一生涯の保障

社会保険料控除の対象
納めた国民年金保険料の全額が所得から控除

万が一の障害や遺族も保障
老後だけではなく現役世代の保障も充実

基礎年金の半分は国が負担

地
域
の
協
力
に支

え
ら
れ
て�

樋
脇
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会内う

ち

田だ

里さ
と

子こ

さ
ん

　
委
員
と
し
て
24
年
目
に
な

り
ま
し
た
。
高
齢
者
の
見
守
り

や
安
否
確
認
は
、
多
く
の
方
々

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
配

が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
大
切
な
こ
と
は
そ
の
人
が

誰
と
つ
な
が
っ
て
い
る
か
で

す
。

　
常
日
頃
か
ら
利
用
し
て
い

る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
趣
味
、
仕

事
、
通
院
、
友
達
な
ど
を
知
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
と
も
仲

良
く
し
た
い
と
思
い
、
２
年
ぐ

ら
い
前
か
ら
、
月
曜
日
の
朝
１

時
間
、
緑
色
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を

着
て
登
校
指
導（
旗
持
ち
）も

し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
も
あ
い
さ
つ
を

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
と

て
も
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
の
協
力
を
も

ら
い
な
が
ら
民
生
委
員
・
児
童

委
員
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ち
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
・
保
護
司
の
方
々
が
き
っ

と
あ
な
た
の
力
に
な
っ
て
く

れ
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
に
、
気
軽
に
、
相
談
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

体
験
談
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｢

㈱
南
日
本
運
輸
建
設｣

と
な
り
ま

し
た
。

　
川
内
川
河
川
敷
の
護
岸
工
事
や

川
内
港
の
改
修
、
甑
大
橋
の
道
路

整
備
工
事
な
ど
の
建
設
事
業
の

他
、
自
動
車
整
備
事
業
、
運
送
事

業
、
損
害
保
険
代
理
店
を
主
な
事

業
と
し
て
行
っ
て
お
り
、
半
世
紀

を
超
え
る
現
場
で
培
っ
て
き
た
経

験
や
知
恵
を
生
か
し
、
安
全
第
一

で
日
々
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。働

き
や
す
さ
を
求
め
て

　
社
訓
で
あ
る｢

血
の
通
っ
た
人
間

関
係
を
確
立
し
よ
う｣

を
モ
ッ
ト
ー

に
、
社
員
が
充
実
し
た
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
の
時
間
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
完

全
週
休
二
日
制
を
い
ち
早
く
取
り
入

れ
、
社
員
と
そ
の
家
族
が
安
心
し
て

働
け
る
職
場
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

す
。ま
た
、I 

C 

T（
情
報
通
信
技
術
）

に
積
極
的
に
投
資
し
、
知
識
を
持
つ

人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
、
業
務
効

率
ア
ッ
プ
お
よ
び
生
産
性
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
経
験

や
知
恵
は
当
社
の
財
産
で
す
。
そ

の
財
産
を
受
け
継
ぐ
若
い
人
材
を

育
て
な
が
ら
、
多
様
に
変
化
す
る

社
会
情
勢
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
年
に
数
回

実
施
し
て
い
る
、
小
学
校
の
駐
車

場
整
備
や
道
路
の
清
掃
な
ど
周
辺

地
域
の
環
境
美
化
に
も
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
株
式
会
社
南
日
本

運
輸
建
設
を「
深
ボ
リ
！
」。
代
表

取
締
役
社
長
　
宮み

や

里ざ
と

俊と
し

朗ろ
う

さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

事
業
の
概
要

　
当
社
は
１
９
６
５
年
12
月
に

｢

南
日
本
運
輸
㈱｣

と
し
て
設
立

し
、
１
９
８
４
年
７
月
に
現
在
の

株
式
会
社
南
日
本
運
輸
建
設

永
利
町

１
３
５
５
番
地
１

（
22
）２
１
７
４

起業者応援！

今月の起業人び と

このコーナーでは新規開業者情報をお届けしています。

　30年を超える左官の経験で培った技術
を、地域や身近なお客さまに喜びと満足を
提供するために発揮したいと考え、令和３
年４月に独立開業しました。左官の仕事は
ただ塗るだけでなく、デザインなどパター
ンを付けて仕上げるなど感覚を生かせる仕
事でもあります。建設会社とのお取り引き
はもちろん、一般家庭の外構工事や和室・
洋間の塗り替え、改修工事などにも精一杯
対応いたします。お見積りは無料ですので、
まずはお気軽にご相談ください。

中
なかがわ

川工
こうぎょう

業　業種：左官工事業　起業者：中
なかがわ

川　勉
つとむ

さん

●フラワーショップ
おがわ
フラワーショップ
おがわ

木佐貫ロード

中川工業

★

●

川内市医師会立
市民病院

川内市医師会立
市民病院

●
薩摩川内市

社会福祉協議会
薩摩川内市

社会福祉協議会

●
久木原神社

●
幸せの里木

佐
貫
ロ
ー
ド

●和光園

●

サンアビリティーズ
川内
サンアビリティーズ
川内

●
つくし園

キリトリ
有効期限：

令和5年4月末日まで

個人のお客さまに限り

お見積り価格から
1割引き

第
49
回

株
式
会
社
南
日
本
運
輸
建
設▲宮里俊朗代表取締役社長（前列真ん中）と社員の皆さん

●所在地／永利町 4134-86
●営業時間／ 8:00 ～ 17:00
　�（23）5796
　� 090（8416）2351
●定休日／日曜日、その他不定休

▲甑大橋の整備工事途中の様子

▼小学校の駐車場整備の様子

▲ �ICT（ドローン技術）を
取り入れた作業の様子
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２年生（テーマ：魅力あるまちづくりについて） １年生（テーマ：暮らしたいまち薩摩川内）

　
令
和
４
年
９
月
14
日（
水
）、
川

薩
清
修
館
高
等
学
校
の
５
人
の
生

徒
が「
み
ら
い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」と

し
て
委
嘱
さ
れ
、
課
外
活
動
と
し

て
探
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
そ
の
成
果
を
ま
と
め
、
11
月

14
日（
月
）に
同
校
で
は
初
め
て

の
取
り
組
み
と
な
る
、｢

み
ら

い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
政
策
提
言
発

表
会｣

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
中
市
長  

講
評

　
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
ど
ん
な

イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
そ
こ

に
人
が
集
う
の
か
、
具
体

的
な
イ
ベ
ン
ト
の
時
期
・
回
数
ま
で
提
案
い
た

だ
き
、
実
現
性
の
高
い
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
人
の
温
か
さ
や
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
事
に
す
る
こ
と
が
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に

お
い
て
大
事
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
暮
ら
し
た
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
市

民
や
、
市
外
・
県
外
の
人
が
集
ま
る
交
流
人
口

を
増
や
す
こ
と
が
、
行
政
の
大
き
な
政
策
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
皆
さ
ま
の
身
近
な
環
境

整
備
を
含
め
た
提
案
を
参
考
に
し
、
若
い
感
性

を
取
り
入
れ
て
住
み
た
い
・
帰
っ
て
き
た
い
と

思
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

川
薩
清
修
館
高
校
生
が
政
策
提
言
を
発
表

　これからも、本市は持続可能で魅力的なまちづくり
の推進を行うため、高校生の意見を求める活動に取り
組んでまいります。
問合先／本庁企画政策課政策Ｇ（内線４８３４）

私
た
ち
が
考
え
る

ま
ち
の
未
来

発表者 発表者

内容 内容

問題・課題 問題・課題

提案 提案

井
いの

上
うえ

愛
あい

翔
か

さん、満
みつ

田
だ

百
もも

愛
か

さん 荒
あら

武
たけ

優
ゆう

希
き

さん、諏
す

訪
わ

昊
こう

大
だい

さん、福
ふく

田
だ

彩
あや

香
か

さん
川内文化ホール跡地活用
（親子３世代が集い、楽しみ、くつろげ、学べる
施設とは）

転出しても、また戻ってきたいまちにするため
には（人が集まるとまちの魅力になり、住みた
いと思うきっかけに）

集い・憩い・学びの場の不足 商店街や公園などにもっと人を呼びたい
●音楽・食べ物フェスなどのイベント
●中高生×高齢者の交流会
●フリーマーケット、料理教室　など　

●公園を子どもたちが遊びやすい芝生に
●ホッピー通りの延長
●自転車の貸し出し　など　

　　　　　本市は地元ですが、調べてみると知らない
ことも多かったので、考えるきっかけになりました。
今回の提言が、大好きな市の緑あふれる豊かな自然や
人々の温かさを生かした、より住みやすい魅力的なま
ちづくりに役立てばと期待しています。

　　　　　自分たちの意見を直接、市へ伝えられてよ
かったです。人が集まると活気が出て、魅力を感じ、
住みたいと思うきっかけの 1つになると思います。提
案が採用され、彩り豊かなまちになったら、ふるさと
である本市に帰ってきたいと思います。

※ 

薩
摩
川
内
市
み

ら
い
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
は･･･

　
市
は
、
持
続
可
能
で

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
当
た
り
、
中

高
生
の
視
点
か
ら
必
要

な
意
見
・
助
言
を
求
め

る
た
め
、
本
市
の
中
学

校
や
高
校
に
在
籍
す
る

方
の
中
で
、
希
望
す
る

方
に
薩
摩
川
内
市
み
ら

い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
委
嘱
を
し
て
い
ま
す
。

感想 感想
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庚
申
の
日
の
夜
に
出
現

　「
庚こ

う
し
ん申
」と
は
、
暦
に
お
け
る

干
支
の
組
み
合
わ
せ
の
一
つ

で
、
60
日
に
１
回
巡
っ
て
き
ま

す
。
中
国
の
道
教
で
は
、
こ
の

庚
申
の
日
の
夜
に
、
人
の
体
内

に
棲す

む
三
尸（
上じ

ょ
う

尸し

・
中ち

ゅ
う

尸し

・

下げ

し尸
）と
い
う
虫
が
、
眠
っ
て

い
る
隙
に
体
内
か
ら
抜
け
出
し

て
、
常
日
頃
監
視
し
て
い
る
悪

い
行
い
を
天て

ん

帝て
い

に
報
告
し
、
そ

の
人
の
寿
命
を
縮
め
る
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。　

三
尸
対
策
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は「
眠
ら
な
い
」そ
れ
が

庚
申
講

　
三
尸
は
眠
っ
て
い
る
間
に
し

か
体
内
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
庚
申
の
日
の

夜
は
皆
で
集
ま
り
、
眠
ら
な
い

よ
う
夜
通
し
過
ご
す
の
が「
庚

申
講
」で
す
。

　
日
本
に
は
、
平
安
期
ま
で
に

伝
わ
り
、
戦
国
期
か
ら
江
戸
期

に
か
け
て
全
国
各
地
に
広
ま
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
庚
申
講
を

行
っ
た
成
果
と
し
て
、
供
養
塔

（
五
輪
塔
や
灯
籠
、
石
碑
な
ど
）

を
造
立
し
、
そ
れ
が
今
で
も
各

地
に
残
っ
て
い
ま
す
。

庚
申
講
を
今
に
伝
え
る

文
化
財

　
本
市
で
は
、
田
海
町
の「
今い

ま

村む
ら

庚こ
う

申し
ん

塔と
う

」や
尾
白
江
町
の「
尾お

白じ
ろ

江え

庚こ
う

申し
ん

供く

養よ
う

塔と
う

」、
城
上
町

の「
松ま

つ

下げ

田た

庚こ
う

申し
ん

塔と
う

」が
市
指
定

文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
郷
町
南
瀬
の「
南の

瀬ぜ

観か
ん

音の
ん

古こ

石せ
き

塔と
う

群ぐ
ん

」の
入
口
や
、
祁

答
院
町
下
手
の「
良よ

し

重し
げ

寺じ

跡あ
と

石せ
き

塔と
う

群ぐ
ん

」の
入
口
に
も
庚
申
供
養

碑
が
佇
ん
で
い
ま
す
。

今
も
残
る
庚
申
講

　
現
在
、
庚
申
講
は
全
国
的
に

も
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
る
こ
と
は

な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
福
井

県
小お

浜ば
ま

市
の
小
浜
西
区
三さ

ん

丁ち
ょ
う

町ま
ち

で
は
、
寿
命
の
神
と
し
て
庚
申

堂
が
祀ま

つ

ら
れ
、
各
家
の
軒
先
に

は「
身
代
わ
り
猿
」が
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
次
の
庚
申
の
日
は
い
つ
で

し
ょ
う
？
三
尸
が
天
帝
に
報
告

に
行
く
必
要
が
な
い
よ
う
、
常

日
頃
か
ら
良
い
行
い
を
心
掛
け

た
い
で
す
ね
。

市民とデザインする10年後の未来
　　　　　　薩摩川内市まちづくりデザイン会議

　
薩
摩
川
内
に
は
長
い
歴
史
の
中
で
起
き
た

物
語
、育
ま
れ
た
文
化
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
数
あ
る
薩
摩
川
内

の
歴
史
・
文
化
の
中
か
ら
、
と
っ
て
お
き
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

遺
産

歴
史
文
化

さ
つ
ま
せ
ん
だ
い

■
文
責
・
問
合
せ
＝
社
会
教
育

課
文
化
財
Ｇ（
中
央
公
民
館
内
）

（
22
）７
２
５
１

人
類
VS
三さ

ん

尸し

の
長
き
夜

絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い

サ
バ
イ
バ
ル「
庚こ

う

申し
ん

講こ
う

」

　昨
年
、造ぞ
う

立り
ゅ
う

五
百
年
を
迎
え
た
市
指
定
文
化

財「
今い

ま

村む
ら

庚こ
う

申し
ん

塔と
う

」。今
回
は
、こ
の
庚
申
塔
造
立

の
き
っ
か
け
と
な
る
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い

た「
庚
申
講
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第拾弐回

身代わり猿 庚申堂

第
４
回
、
第
５
回

ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
会
議

　
10
月
16
日（
日
）、
市
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
で
第
４
回
、
11
月
12
日

（
土
）、
本
庁
で
第
５
回
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
第
４
回
会
議
で
は
、｢

ビ
ジ
ョ

ン
を
実
現
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア

を
出
す｣

を
テ
ー
マ
に
、
前
回
会

議
で
検
討
し
た
市
の
10
年
後
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
ア
イ

デ
ア
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
出
し
合
っ
た
意
見
に
つ
い
て
、

投
票
な
ど
の
手
法
を
用
い
て
、
分

科
会
の
意
見
と
し
て
集
約
し
ま
し

た
。

　
地
域
で
助
け
合
え
る
思
い
や
り

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、交
流
の
場
・

拠
点
づ
く
り
、
仕
事
と
娯
楽
が
充

実
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
市
の
魅
力

発
信
な
ど
意
見
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　
第
５
回
会
議
で
は
、
ま
ず
全
体

会
議
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
分
科

会
で
の
意
見
を
参
加
委
員
全
員
で

共
有
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、｢

ビ

ジ
ョ
ン
を
絞
り
込
み
、
深
め
る｣

を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ
ま
で
に
検
討

し
た
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
、
テ
ー
マ

ご
と
に
絞
り
込
み
、
よ
り
具
体
的

な（
誰
が
・
い
つ
・
ど
こ
で
・
ど

の
よ
う
に
な
ど
）ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
考
え
ま
し
た
。

　「
市
民
一
人
一
人
が
町
に
誇
り

を
持
ち
、
本
市
の
観
光
資
源
が
発

掘
・
再
評
価
さ
れ
る
た
め
、
地
元

を
よ
く
知
る
方
の
知
識
を
情
報

ツ
ー
ル
に
長
け
て
い
る
若
者
と
共

有
・
拡
散
さ
せ
る
仕
組
み
を
つ
く

る
」、「
お
し
ゃ
れ
で
若
者
が
集
ま

る
町
に
す
る
た
め
、
マ
チ
カ
ド
マ

ル
シ
ェ（
仮
称
）を
開
催
す
る
」な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
が
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
の
予
定

　
こ
れ
ま
で
の
会
議
を
通
し
て
検

討
を
進
め
て
き
た
こ
と
を
、
市
へ

の
提
言
と
い
う
形
に
ま
と
め
、
２

月
に
実
施
す
る
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
発
表
す
る
予
定
で
す
。

　
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
で
あ
る「
第
３
次
薩
摩
川
内

市
総
合
計
画
」の
策
定
に
向
け
、

市
民
自
身
が
長
期
的
視
点
に
立

ち
、
市
の
あ
る
べ
き
姿
を
展
望

し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
を
行
う
た
め

に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

（
全
６
回
を
予
定
）

薩
摩
川
内
市
ま
ち
づ
く
り

デ
ザ
イ
ン
会
議 

と
は
…

第４回、第５回

問
合
先
／
本
庁
企
画
政
策
課
　

　
　
　
　
政
策
Ｇ

（
内
線
４
８
３
３
）

今村庚申塔
（田海町）

（
か
の
え
さ
る
）

絵：松元由香
（平佐西地区地域おこし協力隊）

三尸（イメージ）
下尸

中尸

上尸

▲ 詳しい内容は
市ホームペー
ジをご確認く
ださい
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第 40回

～川内川あ
らしの

　　　謎を
追え！編～

　
「
川
内
川
あ
ら
し
」と
い
う
現
象
を

ご
存
知
で
す
か
？

　
本
市
で
は
、日
本
で
も
３
カ
所（
※
）

し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
霧
を
伴

う
珍
し
い
気
象
現
象
が
発
生
す
る
ら

し
い
け
ど
、
そ
も
そ
も「
川
内
川
あ
ら

し
」
っ
て
何
な
の
で
し
ょ
う
？

　

今
月
は
そ
ん
な
謎
の
多
い「
川
内
川

あ
ら
し
」に
つ
い
て
探
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

※�

兵
庫
県
豊
岡
市
の「
円ま
る
や
ま
が
わ

山
川
」、愛
媛

県
大
洲
市
の「
肱ひ
じ
か
わ川
」、
本
市
の「
川

内
川
」の
３
カ
所

川
内
川
あ
ら
し
っ
て
？

　

川
内
川
あ
ら
し
と
は
、
風
が
弱
く
冷

え
込
ん
だ
晴
天
の
朝
に
、
川
内
川
河
口

付
近
で
発
生
す
る
「
霧
を
伴
っ
た
嵐
の

よ
う
な
強
風
」
の
こ
と
。

　

秋
か
ら
春
に
か
け
て
の
寒
い
時
期
に
、

川
内
川
流
域
の
内
陸
部
で
は
霧
が
よ
く

発
生
す
る
ら
し
い
ん
だ
け
ど
、
こ
の
霧

は
川
内
川
に
沿
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
下
流

に
流
れ
出
し
、
平
地
が
広
が
る
市
街
地

付
近
で
は
、
霧
が
広
範
囲
に
広
が
る
と

と
も
に
、
さ
ら
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
流

れ
と
な
る
の
だ
そ
う
。

　

で
も
、
市
街
地
付
近
か
ら
下
流
に
か

け
て
は
、
川
の
両
側
が
次
第
に
山
に
挟

ま
れ
て
い
く
地
形
で
、
河
口
付
近
は
さ

ら
に
狭
い
場
所
（
＝
狭き

ょ
う

窄さ
く

部ぶ

）
に
も
な

る
た
め
、
霧
も
次
第
に
狭
い
場
所
に
集

ま
っ
て
、
流
れ
が
一
段
と
速
ま
る
ん

だ
っ
て
。
こ
の
こ
と
が
「
川
内
川
あ
ら

し
」
を
も
た
ら
す
原
因
と
考
え
ら
れ
て

い
る
よ
。

　

ま
た
、
霧
は
冷
た
い
空
気
を
伴
っ
て

い
る
た
め
、
暖
か
い
海
水
と
混
ざ
る
河

口
付
近
で
は
、
蒸
気
霧
（
＝
け
あ
ら
し
）

が
発
生
し
、
河
口
か
ら
数
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
わ
た
っ
て
扇
状
に
海
に
広
が
る
ん

だ
っ
て
。

　

ち
な
み
に
、
蒸
気
霧
は
市
街
地
か
ら

で
も
発
生
す
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
。

こ
ん
な
と
き
に
　
　
　
　
　

見
ら
れ
る
・
・
・
か
も
。

　

い
つ
で
も
見
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い

川
内
川
あ
ら
し
を
ど
う
や
っ
た
ら
見
ら

れ
る
の
か
な
。

　

川
内
川
あ
ら
し
協
議
会
の
会
員
で
あ

る
、
気
象
予
報
士
の
今い

ま

村む
ら

聡さ
と
し

さ
ん
に
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
発
生
条
件
は
日
に
よ
っ

て
異
な
る
た
め
、
気
象
予
報
士
で
も
発

生
の
予
測
は
難
し
い
ん
だ
そ
う
。

　

で
も
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
見
ら

れ
る
可
能
性
が
高
い
条
件
が
あ
る
ら
し

い
の
で
、
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

〇�

湿
度
が
高
く
、
よ
く
冷
え
て
、
風
が

弱
い
、
晴
れ
る
予
報
の
日

　

�　

目
安
と
な
る
湿
度
や
気
温
を
示
す

こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
風
の
強
さ

は
天
気
予
報
の
「
波
の
高
さ
（
１
ｍ

ぐ
ら
い
）
を
目
安
に
す
る
と
良
い
そ

う
で
す
。
前
日
が
雨
の
日
は
、
見
ら

れ
る
可
能
性
が
よ
り
高
い
の
だ
と
か
。

　

�　

ま
た
、
日
に
よ
っ
て
前
後
し
ま
す

が
、
時
間
は
６
時
30
分
～
８
時
ご
ろ

が
お
す
す
め
と
の
こ
と
。

〇�

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
を

チ
ェ
ッ
ク
！

　

�　

川
内
川
あ
ら
し
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
に
あ
る
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
で

川
内
川
上
流
（
東
郷
町
斧
渕
付
近
）

の
様
子
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
霧
が
発
生

し
て
い
た
ら
、
１
時
間
後
に
は
市
街

地
か
ら
河
口
付
近
で
見
ら
れ
る
可
能

性
が
高
い
ん
だ
っ
て
。

　

�　

ま
た
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は
毎
朝
６

時
前
後
に
、
Ｆ
Ｍ
さ
つ
ま
せ
ん
だ
い

で
は
７
時
台
の
「
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ｏ
！
さ

つ
ま
せ
ん
だ
い
」
の
キ
リ
ノ
ポ
ス
ト

と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で
発
生
状
況
を
発

信
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

見
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
！
体
験

で
き
る
川
内
川
あ
ら
し

　

さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
載
っ

て
い
な
い
お
す
す
め
の
場
所
も
特
別

に
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
場
所
は
な
ん

と
・
・
・

「
川
内
河
口
大
橋
」
!!

　

今
村
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ
ち
ら
は
河

口
に
近
い
こ
と
か
ら
、
海
に
向
か
っ
て

吹
く
強
い
風
や
そ
れ
に
沿
っ
て
流
れ
る

霧
を
肌
で
直
接
感
じ
ら
れ
る
の
だ
そ
う
。

川
内
川
あ
ら
し
の
魅
力
っ
て
？

　

川
内
川
あ
ら
し
の
魅
力
は
何
な
の
で
し
ょ

う
か
。
川
内
川
あ
ら
し
Ｐ
Ｒ
隊
の
有あ

り

馬ま

奈な

な々

さ
ん（
写
真
右
）小こ

牧ま
き

葵あ
お
い
さ
ん（
写
真
左
）に

お
伺
い
し
ま
し
た
。

�　

日
本
中
に
た
く
さ
ん
の
川
が
存
在
す
る
中

で
、
た
っ
た
３
カ
所
し
か
な
い「
川
あ
ら
し
」

の
一
つ
が
地
元
で
見
ら
れ
る
こ
と
を
と
て
も

誇
り
に
思
い
ま
す
。（
有
馬
さ
ん
）

　

雄
大
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
や
、

そ
の
時
そ
の
時
で
違
っ
た
表
情
で
、
同
じ
川

内
川
あ
ら
し
が
一
つ

と
し
て
な
い
と
こ
ろ

が
魅
力
で
す
。（
小
牧

さ
ん
）

　

お
二
人
と
も
、
も
っ

と
市
内
外
の
多
く
の

方
々
に
魅
力
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
解
明
し
よ
う
！

　

今
回
、
協
議
会
に
い
ろ
い
ろ
な
お

話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

川
内
川
あ
ら
し
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
解

明
の
途
中
で
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
な
ん
だ
っ
て
。

　

そ
の
た
め
、
協
議
会
で
は
皆
さ
ん

か
ら
も
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
ラ
ジ
オ
な
ど

で
の
情
報
提
供
な
ど
、
協
力
を
頂
い

て
解
明
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
天
気
予
報
を
見
な
が

ら
出
掛
け
、「
川
内
川
あ
ら
し
」
の
素

晴
ら
し
さ
を
体
感
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

�　

き
れ
い
な
写
真
が
撮
れ
た
ら
ぜ

ひ
「
読
者
の
ひ
ろ
ば
（
Ｐ
26
参
照
）
」

に
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ね
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
に
満
潮
の
時
間
も
重

な
れ
ば
、
大
規
模
な
蒸
気
霧
を
見
る
こ

と
も
で
き
る
ん
だ
と
か
。

　

も
し
見
ら
れ
な
く
て
も
ご
安
心
く
だ

さ
い
！
高
速
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
川
内

川
あ
ら
し
を
疑
似
体
験
で
き
る
Ｖ
Ｒ
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
時
間
や
天

気
に
関
わ
ら
ず
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

見
る
な
ら
こ
こ
！！
　
　
　
　
　
　

お
す
す
め
の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト

　

普
段
は
霧
景
色
し
か
見
ら
れ
な
い
け
ど
、
写

真
の
よ
う
な
き
れ
い
な
川
内
川
あ
ら
し
は
ど
こ

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
な
。

　

世
界
自
然
遺
産
認
定
を
目
指
し
、
Ｐ
Ｒ
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
「
川
内
川
あ
ら
し
協
議

会
」
の
方
に
、
お
す
す
め
の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト

と
そ
の
魅
力
を
聞
き
ま
し
た
。

▲�水 面 か ら上がる蒸気霧。
数メートル先が見えない
ほど濃い霧が広がること
もあります。

▲�河口に流れ込む川内川あらし全体の
様子を楽しめます。

▲�ゴーグルを着けると、視界
の 360°が 覆われ、限りな
く現実に近い世界を体験で
きます。

▲�運が良ければ、影の周りに虹の光輪が
現れる「ブロッケン現象」を見ること
もできるかもしれないんだって！！

　※写真は「ブロッケン現象」の一例

▲�展望台から川内川下流方向を見ると
雲海の上に浮かぶ山々が楽しめます。

▲�水面から蒸気が沸く様子が見られま
す。

▲�明け方に市街地付近に流れ込む雲海
を楽しめます。

▲�川内川あらしを一番近い場所で楽し
める場所。霧がダイナミックに動く
様子を間近で楽しめます。

⑤柳
やなぎ
山
やま
（高江町） ④清

きよみずがおかこうえん
水ヶ丘公園（宮里町） ③川内港高速船ターミナル（港町） ②せんだい宇宙館（永利町）

①月
つき
屋
や
山
さん
（港町）

　
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
こ
と
や
紹
介
し

た
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
情

報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先
／
本
庁
秘
書
広
報
課

企
画
総
務
・
広
聴
広
報
Ｇ

（
内
線
４
１
２
２
）

▲��川内川あらし協議会
ホームページ

▲��川内川あらし
　ツイッター

❶❸

❺
❹

❷
川内川


